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(54)【発明の名称】 カラー有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬのＲＧＢの発光層の輝度特性はばら
つきが大きく、色バランスの良いカラー有機ＥＬ表示装
置の実現が難しかった。
【解決手段】  本発明では発光層にＲＧＢ毎に異なる発
光材料を使用し、ＲＧＢ毎の前記発光層にそれそれの輝
度特性に合わせたＲＧＢ別ガンマ補正回路１０１、１０
２、１０３を設けてＲＧＢの色バランスを揃えることを
特徴とする。各ガンマ補正回路はＤＡＣで構成され、Ｄ
ＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に調整している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  陽極と陰極との間に発光層を有するＥＬ
素子と、該ＥＬ素子を駆動する薄膜トランジスタとを備
えたアクティブ型のカラーＥＬ表示装置において、前記
発光層にＲＧＢ毎に異なる発光材料を使用し、ＲＧＢ毎
の前記発光層にそれそれの輝度特性に合わせたＲＧＢ別
ガンマ補正回路を設けてＲＧＢの色バランスを揃えるこ
とを特徴とするカラー有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記ガンマ補正回路はＤＡＣで構成さ
れ、前記ＤＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に調整することを
特徴とする請求項１に記載のカラー有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  陽極と陰極との間に発光層を有するＥＬ
素子と、該ＥＬ素子を駆動する薄膜トランジスタとを備
えたアクティブ型のカラーＥＬ表示装置において、前記
発光層にＲＧＢ毎に異なる発光材料を使用し、ＲＧＢ毎
の前記発光層にそれそれの輝度特性に合わせたＲＧＢ別
ガンマ補正回路を設け、表示時間の積算に対応するＲＧ
Ｂ毎の前記発光層の輝度特性の出力補正データを予めメ
モリに設定し、前記出力補正データにより前記ＲＧＢ別
ガンマ補正回路を調整してＲＧＢの色バランスを揃える
ことを特徴とするカラー有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記ガンマ補正回路はＤＡＣで構成さ
れ、前記ＤＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に前記出力補正デ
ータで調整することを特徴とする請求項３に記載のカラ
ー有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）を用いてエレクトロルミネッセンス（ＥＬ）
素子を駆動するアクティブ型のカラー有機ＥＬ表示装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、自ら発光するため液晶
表示装置で必要なバックライトが要らず薄型化に最適で
あると共に、視野角にも制限が無いため、次世代の表示
装置としてその実用化が大きく期待されている。
【０００３】このような有機ＥＬ素子を用いた表示装置
において、ＲＧＢの３原色毎に発光層に異なる発光材料
を使用することにより、ＲＧＢ光を各々直接発光する各
画素を独立に形成して必要な光を直接発光させる方法が
効率が最も良い。
【０００４】ところで、有機ＥＬ表示装置の駆動方式と
しては、単純マトリクスを使用するパッシブ型とＴＦＴ
を使用するアクティブ型の２種類があり、アクティブ型
においては一般に図７に示す回路構成が用いられてい
る。
【０００５】図７は、１画素当たりの回路構成を示して
おり、有機ＥＬ素子２０と、ドレインに表示信号Dataが
印加され、ゲートに印加される選択信号Scanによりオン
オフするスイッチング用の第１のＴＦＴ２１と、ＴＦＴ
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２１のオン時に供給される表示信号Dataにより充電さ
れ、ＴＦＴ２１のオフ時には充電電圧Vhを保持するコン
デンサ２２と、ドレインが駆動電源電圧COMに接続さ
れ、ソースが有機ＥＬ素子２０の陽極に接続されると共
に、ゲートにコンデンサ２２からの保持電圧Vhが供給さ
れることにより有機ＥＬ素子２０を駆動する第２のＴＦ
Ｔ２３とによって構成されている。
【０００６】選択信号Scanは、選択された１水平走査期
間（１Ｈ）中Ｈレベルになり、これによってＴＦＴ２１
がオンすると、表示信号Dataがコンデンサ２２の一端に
供給され、表示信号Dataに応じた電圧Vhがコンデンサ２
２に充電される。この電圧Vhは、ScanがＬレベルになっ
てＴＦＴ２１がオフになっても、１垂直走査（１Ｖ）期
間コンデンサ２２に保持され続ける。そして、この電圧
VhがＴＦＴ２３のゲートに供給されているので、電圧Vh
に応じた輝度でＥＬ素子が発光するように制御される。
【０００７】そこで、このようなアクティブ型のＥＬ表
示装置において、ＲＧＢの３原色毎に発光層に異なる発
光材料を使用することによりカラー表示を実現する従来
構成について、以下説明する。
【０００８】図８は従来構成を示す平面図、図９は図８
におけるＣ－Ｃ線に沿った断面図であり、ＲＧＢの３画
素を示している。
【０００９】図において、５０は表示信号Dataを供給す
るドレインライン、５１は電源電圧COMを供給する電源
ライン、５２は選択信号Scanを供給するゲートラインで
あり、５３が図７の第１のＴＦＴ２１、５４が図７のコ
ンデンサ２２、５５が図７の第２のＴＦＴ２３、５６が
画素電極を構成するＥＬ素子２０の陽極を表している。
陽極５６は平坦化絶縁膜６０上に各画素毎に分離して形
成されており、その上にホール輸送層６１，発光層６
２，電子輸送層６３，陰極６４が順に積層されることに
より、ＥＬ素子が形成されている。そして、陽極５６か
ら注入されたホールと陰極６４から注入された電子とが
発光層６２の内部で再結合することにより光が放たれ、
この光が図９の矢印で示すように透明な陽極側から外部
へ放射される。また、ホール輸送層６１，発光層６２，
電子輸送層６３は陽極５６とほぼ同様の形状に画素毎に
分離して形成され、発光層６２はＲＧＢ毎に異なる発光
材料を使用することにより、ＲＧＢの各光が各ＥＬ素子
から発光される。陰極６４は、各画素に共通の電圧を印
加するので、各画素にわたって延在している。発光層６
２同士の間は隔壁６８によって仕切られている。尚、６
５は透明なガラス基板、６６はゲート絶縁膜、６７は層
間絶縁膜である。
【００１０】上述したカラー有機ＥＬ表示装置では、図
１０に示すようにＲＧＢの映像信号を共通のガンマ補正
回路１０で補正して、有機ＥＬパネル２０に供給して画
像を表示している。ガンマ補正とは出力輝度レベルが入
力信号のガンマ乗に比例する関係を出力輝度と入力信号
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の関係を比例関係に補正することを言う。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、有機Ｅ
Ｌ材料はＲＧＢの材料毎に輝度特性が異なるために、輝
度が変わるために色バランスがずれて、ＲＧＢの映像信
号に対して正確な色再現ができない問題点があった。
【００１２】また有機ＥＬ材料は通電をしていると輝度
特性が劣化して変わり、初期状態で色バランスを調整し
ても、時間が経つと色バランスがずれてしまう問題点も
有していた。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題を解決
するためになされたものであり、本発明では発光層にＲ
ＧＢ毎に異なる発光材料を使用し、ＲＧＢ毎の前記発光
層にそれそれの輝度特性に合わせたＲＧＢ別ガンマ補正
回路を設けてＲＧＢの色バランスを揃えることを特徴と
する。これによりＲＧＢの発光材料別の輝度特性に合わ
せたガンマ補正回路により色バランスの良いカラー有機
ＥＬ表示装置を実現できる。
【００１４】また本発明では、前記ガンマ補正回路はＤ
ＡＣで構成され、前記ＤＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に調
整することを特徴とする。前記ＤＡＣはＲＧＢ毎の最低
表示輝度と最高表示輝度間をガンマ補正した抵抗列を用
いて階調表示が行えるカラー有機ＥＬ表示装置を実現で
きる。
【００１５】更に、本発明では表示時間の積算に対応す
るＲＧＢ毎の前記発光層の輝度特性の出力補正データを
予めメモリに設定し、前記出力補正データにより前記Ｒ
ＧＢ別ガンマ補正回路を調整してＲＧＢの色バランスを
揃えることを特徴とする。これによりＲＧＢ毎の前記発
光層の輝度特性の経時変化に対応するカラー有機ＥＬ表
示装置を実現できる。
【００１６】更に、本発明ではガンマ補正回路はＤＡＣ
で構成され、前記ＤＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に前記出
力補正データで調整することを特徴とする。これにより
ガンマ補正回路はそのままで基準電圧の対応のみで、Ｒ
ＧＢ毎の前記発光層の輝度特性の経時変化に対応するカ
ラー有機ＥＬ表示装置を実現できる。
【００１７】
【発明の実施の形態】図１は、本発明によるカラー有機
ＥＬ表示装置を説明するブロック図である。有機ＥＬパ
ネルは既に図８で説明した構造と同じであるので、ここ
では説明を省略する。
【００１８】本発明では、図１に示すようにＲＧＢの映
像信号を個別のガンマ補正回路１０１、１０２、１０３
で補正して、有機ＥＬパネル１３０に供給して画像を表
示していることに特徴を有する。
【００１９】図３では、左側に初期状態でのＲＧＢ毎の
発光層の輝度特性を示しており、右側にガンマ補正回路
１０１、１０２、１０３で補正した入力階調と輝度の特
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性を示している。即ち、白バランスを保つためにＲＧＢ
の輝度比はＧＢＲの順に決められ、ＲＧＢが６４階調の
表示が行えるように比例的に変化するようにガンマ補正
をそれぞれのＲＧＢ毎のガンマ補正回路１０１、１０
２、１０３で行っている。
【００２０】従って、図３の右側から、Ｒであれば輝度
がＲminからＲmaxの間で駆動するために、Ｒの発光層へ
の印加電圧は矢印で示すΔＲの範囲で６４階調の電圧を
調整すれば良いことが明白である。Ｇについても輝度が
ＧminからＧmaxの間で駆動するために、Ｇの発光層への
印加電圧は矢印で示すΔＧの範囲で６４階調の電圧を調
整すれば良い。同様に、Ｂについても輝度がＢminから
Ｂmaxの間で駆動するために、Ｂの発光層への印加電圧
は矢印で示すΔＢの範囲で６４階調の電圧を調整すれば
良い。
【００２１】上述したΔＲ、ΔＧ、ΔＢの範囲はＲＧＢ
毎の輝度特性で大きくばらついているので、図１に示す
ＲＧＢ毎のガンマ補正回路１０１、１０２、１０３でそ
れぞれのガンマ補正を個別に最適に行える。
【００２２】次に図２を参照して、具体的なガンマ補正
回路を説明する。ガンマ補正回路は図３の右側に示すよ
うに、ΔＲ、ΔＧ、ΔＢの範囲内で６４階調に対応する
輝度を比例的に関係を付けるものである。
【００２３】これを実現する手段としてＤＡＣ１１０が
用いられる。ＤＡＣ１１０は１つしか図示しないが、Ｒ
ＧＢ毎のガンマ補正回路１０１、１０２、１０３毎にそ
れぞれあることは言うまでもない。ＤＡＣ１１０は一方
の基準電圧Ｖｒｅｆ（１）と他方の基準電圧Ｖｒｅｆ
（２）の間に６４本の抵抗を直列に接続し、各抵抗の接
続点および両端の基準電圧から６４階調の表示を行う電
圧をスイッチで切換えて入力映像信号として増幅器１１
１を介して有機ＥＬパネル１３０に入力して所定の輝度
を得る。この抵抗値は６４階調の表示を行えるようにＲ
ＧＢ毎に調整されている。
【００２４】例えば、Ｒの映像信号の場合は一方の基準
電圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｒｍｉｎに対応する電圧に設
定し、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は輝度Ｒｍａｘに
対応する電圧に設定し、両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）とＶ
ｒｅｆ（１）との差がΔＲに設定され、この間を６４本
抵抗で６４階調の輝度を得られるようにそれぞれの抵抗
値を設定している。同様に、Ｇの映像信号の場合は一方
の基準電圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｇｍｉｎに対応する電
圧に設定し、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は輝度Ｇｍ
ａｘに対応する電圧に設定し、両基準電圧Ｖｒｅｆ
（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＧに設定され、この
間を６４本抵抗で６４階調の輝度を得られるようにそれ
ぞれの抵抗値を設定している。更に、Ｂの映像信号の場
合は一方の基準電圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｂｍｉｎに対
応する電圧に設定し、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は
輝度Ｂｍａｘに対応する電圧に設定し、両基準電圧Ｖｒ
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ｅｆ（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＢに設定され、
この間を６４本抵抗で６４階調の輝度を得られるように
それぞれの抵抗値を設定している。
【００２５】この結果、有機ＥＬパネルのＲＧＢの発光
層の発光輝度が図３に示すようにばらついても、個別の
ガンマ補正回路１０１、１０２、１０３によりＲＧＢ毎
に６４階調の輝度表示が可能となる。なお階調数は６４
で説明しているが、２５６階調でも良い。
【００２６】次に、他の実施形態について図４から図６
を参照して説明する。
【００２７】本発明では、図１に示すようにＲＧＢの映
像信号を個別のガンマ補正回路１０１、１０２、１０３
で補正して、有機ＥＬパネル１３０に供給して画像を表
示しているが、更に図４に示すように有機ＥＬの通電に
よる経時変化に伴う輝度特性の変化に対応したカラー有
機ＥＬ表示装置を実現することに特徴がある。
【００２８】図４において、ＲＧＢ毎のガンマ補正回路
１０１、１０２、１０３に基準補正電圧設定回路１４０
をそれぞれに設け、計時カウンタ１４１と表示時間によ
る出力補正データを記憶したメモリ１４２とＣＰＵ１４
３とを備えている。計時カウンタ１４１は有機ＥＬの表
示時間を表示時間積算用信号として例えば、有機ＥＬパ
ネルのフレームパルス（１／６０秒）を分周して積算す
る。この積算時間はＣＰＵ１４３に入力され、積算時間
による出力補正データをメモリ１４２より読み出して、
ＣＰＵ１４３から基準補正電圧設定回路１４０に基準電
圧の補正値を伝えている。
【００２９】図６の左側にはある時間通電した後のＲＧ
Ｂ毎の劣化をした輝度特性を示し、右側には６４階調の
表示をするためのガンマ補正した入力映像信号―輝度特
性を示している。なお図６と図４は同じ入力映像信号―
輝度特性となる。ここで、有機ＥＬの輝度特性は、図４
の左側と比較をすると、ＲＧＢの高電圧側の特性が少し
劣化して輝度が落ちていることが分かる。
【００３０】従って、図６の右側から、Ｒであれば輝度
がＲminからＲmaxの間で駆動するために、Ｒの発光層へ
の印加電圧は矢印で示すΔＲＲの範囲で６４階調の電圧
を調整すれば良いことが明白である。Ｇについても輝度
がＧminからＧmaxの間で駆動するために、Ｇの発光層へ
の印加電圧は矢印で示すΔＧＧの範囲で６４階調の電圧
を調整すれば良い。同様に、Ｂについても輝度がＢmin
からＢmaxの間で駆動するために、Ｂの発光層への印加
電圧は矢印で示すΔＢＢの範囲で６４階調の電圧を調整
すれば良い。即ち、初期状態から見れば、ΔＲＲ、ΔＧ
Ｇ、ΔＢＢの範囲は高印加電圧側に大きく広がってい
る。
【００３１】その結果、メモリ１４２に通電時間とＲＧ
ＢのΔＲＲ－ΔＲ、ΔＧＧ－ΔＧ、ΔＢＢ－ΔＢを出力
補正データとを予め設定する。
【００３２】具体的には、通電時間が輝度の劣化が発生
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する規定時間を超えると、ＣＰＵ１４３で検出し、メモ
リ１４２に設定されたＲＧＢ毎の出力補正データを読み
出して基準補正電圧設定回路１４０に伝える。この出力
補正データに基づいて、ＲＧＢ毎のガンマ補正回路１０
１、１０２、１０３で基準電圧Ｖｒｅｆ（２）をそれぞ
れ切り換えて、Ｒであれば両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）と
Ｖｒｅｆ（１）との差がΔＲからΔＲＲに調整され、Ｇ
であれば両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）とＶｒｅｆ（１）と
の差がΔＧからΔＧＧに調整され、Ｂであれば両基準電
圧Ｖｒｅｆ（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＢからΔ
ＢＢに調整される。
【００３３】更に、図５を参照して本発明の基準補正電
圧設定回路１４０を説明する。
【００３４】まず、ガンマ補正回路１０１、１０２、１
０３としてＤＡＣ１１０が用いられることは既に説明し
たが、このＤＡＣ１１０は一方の基準電圧Ｖｒｅｆ
（１）と他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）の間に６４本抵
抗を直列に接続し、各抵抗の接続点および両端の基準電
圧から６４階調の表示を行う電圧を入力映像信号として
増幅器１１１を介して有機ＥＬパネル１３０に入力して
所定の輝度を得る様に構成されている。
【００３５】基準補正電圧設定回路１４０は基準電圧Ｖ
ｒｅｆ（２）側に接続されるＤＡＣ１４１であり、Ｖｄ
ｄと接地間に直列に接続された抵抗から出力補正データ
に対応する電圧を取り出して、基準電圧Ｖｒｅｆ（２）
の電圧を高めに補正させる。なお基準電圧Ｖｒｅｆ
（１）は低輝度の側であり、劣化は少ないのでこちらの
再設定は不要である。
【００３６】例えば、Ｒの映像信号の場合は一方の基準
電圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｒｍｉｎに対応する電圧に設
定され、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は輝度Ｒｍａｘ
に対応する電圧に設定されているので、両基準電圧Ｖｒ
ｅｆ（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＲからΔＲＲに
再設定される。即ち、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は
ＤＡＣ１４１によりΔＲＲ－ΔＲの出力補正データ分だ
け基準電圧を高めにシフトする。出力補正データに基づ
くΔＲＲ－ΔＲはスイッチを切り換えてＤＡＣから取り
出されて、増幅器を介して他方の他方の基準電圧Ｖｒｅ
ｆ（２）の端子に印加される。この結果、Ｒのガンマ補
正回路１０１は両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）とＶｒｅｆ
（１）との差がΔＲからΔＲＲに再設定されるので、初
期状態の輝度と同じ範囲で６４階調の表示が可能とな
る。
【００３７】また、Ｇの映像信号の場合は一方の基準電
圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｇｍｉｎに対応する電圧に設定
され、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は輝度Ｇｍａｘに
対応する電圧に設定されているので、両基準電圧Ｖｒｅ
ｆ（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＧからΔＧＧに再
設定される。即ち、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）はＤ
ＡＣによりΔＧＧ－ΔＧの出力補正データ分だけ基準電
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7
圧を高めにシフトする。出力補正データに基づくΔＧＧ
－ΔＧはスイッチを切り換えてＤＡＣから取り出され
て、増幅器を介して他方の他方の基準電圧Ｖｒｅｆ
（２）の端子に印加される。この結果、Ｇのガンマ補正
回路１０２は両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）とＶｒｅｆ
（１）との差がΔＧからΔＧＧに再設定されるので、初
期状態の輝度と同じ範囲で６４階調の表示が同様に可能
となる。
【００３８】更に、Ｂの映像信号の場合は一方の基準電
圧Ｖｒｅｆ（１）を輝度Ｂｍｉｎに対応する電圧に設定
され、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）は輝度Ｂｍａｘに
対応する電圧に設定されているので、両基準電圧Ｖｒｅ
ｆ（２）とＶｒｅｆ（１）との差がΔＢからΔＢＢに再
設定される。即ち、他方の基準電圧Ｖｒｅｆ（２）はＤ
ＡＣによりΔＢＢ－ΔＢの出力補正データ分だけ基準電
圧を高めにシフトする。出力補正データに基づくΔＢＢ
－ΔＢはスイッチを切り換えてＤＡＣから取り出され
て、増幅器を介して他方の他方の基準電圧Ｖｒｅｆ
（２）の端子に印加される。この結果、Ｂのガンマ補正
回路１０３は両基準電圧Ｖｒｅｆ（２）とＶｒｅｆ
（１）との差がΔＢからΔＢＢに再設定されるので、初
期状態の輝度と同じ範囲で６４階調の表示が同様に可能
となる。なお、Ｂの発光層の通電時間による輝度特性劣
化は一番大きいので、出力補正も大きくなる。
【００３９】
【発明の効果】本発明によれば、ＲＧＢ毎の発光層の輝
度特性に合わせたＲＧＢ別ガンマ補正回路を設けてＲＧ
Ｂの色バランスを揃えるので、ＲＧＢの発光材料別の輝
度特性に合わせたガンマ補正回路によりＲＧＢの輝度範
囲を調整でき、色バランスの良いカラー有機ＥＬ表示装
置を実現できる利点を有する。
【００４０】また本発明では、ガンマ補正回路をＤＡＣ
で構成するので、ＤＡＣの両基準電圧をＲＧＢ毎に調整
することができ、ＲＧＢ毎の最低表示輝度と最高表示輝
度間をガンマ補正した抵抗列を用いて階調表示が行える*
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*カラー有機ＥＬ表示装置を実現できる利点を有する。
【００４１】更に、本発明では表示時間の積算に対応す
るＲＧＢ毎の発光層の輝度特性の出力補正データを予め
メモリに設定し、前記出力補正データにより前記ＲＧＢ
別ガンマ補正回路の基準電圧を調整するので、これによ
りＲＧＢ毎の発光層の輝度特性の経時変化があっても初
期状態と同じ輝度範囲での表示を行えるカラー有機ＥＬ
表示装置を実現できる利点を有する。
【００４２】更に、本発明ではガンマ補正回路はＤＡＣ
で構成され、ＤＡＣの基準電圧をＲＧＢ毎に出力補正デ
ータで調整するので、ガンマ補正回路はそのままで基準
電圧の対応のみで、ＲＧＢ毎の前記発光層の輝度特性の
経時変化に対応するカラー有機ＥＬ表示装置を実現でき
る利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のカラー有機ＥＬ表示装置を説明するブ
ロック図である。
【図２】本発明のカラー有機ＥＬ表示装置を説明する回
路図である。
【図３】本発明のカラー有機ＥＬ表示装置を説明する特
性図である。
【図４】本発明の他のカラー有機ＥＬ表示装置を説明す
るブロック図である。
【図５】本発明の他のカラー有機ＥＬ表示装置を説明す
る回路図である。
【図６】本発明の他のカラー有機ＥＬ表示装置を説明す
る特性図である。
【図７】従来の有機ＥＬ表示装置を説明する回路図であ
る。
【図８】従来のカラー有機ＥＬ表示装置を説明する上面
図である。
【図９】従来のカラー有機ＥＬ表示装置を説明する断面
図である。
【図１０】従来のカラー有機ＥＬ表示装置を説明するブ
ロック図である。

【図１】
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